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東南海地震が叫ばれている中、一般市民の防災・減災に対する意識の向上のための講演会

防災・減災の分野の権威である名古屋大学名誉教授の福和伸夫先生をお招きし、中部地方の地

理学的歴史、地盤構造、地震台風などの各種災害と社会の発展、復興との密接な関係を解き明

かし、地震に負けない街づくり、家づくり、意識改革を促し、耐震構造・免震構造など技術的な面か

らも分かりやすい講演を行った。

　参加申込107名のところ、当日は一般市民や小中学校教諭を含む49名の参加者であったことは

誠に残念であった。しかし、実験を含み、江戸時代から明治、大正、昭和そして令和にいたる名古

屋市の歴史、名古屋の街の地理学的、地質学考察から始まり、地震の揺れに強い建物、弱い建

物の特徴、建物構造による揺れ方の比較、液状化現象、洪水、地崩れなど、話の内容は多岐に渡

り、興味深いものであった。また、歴史上、さまざまな自然現象による災害と歴史的事実との深い

関連も示され、単なる科学としての防災・減災ではなく、社会現象も考慮して、いかに災害に備える

のか考えるべきであることが参加者には感慨深く心に残ったと思われる。

　さらに能登半島地震の様子が示され、地震災害が大変身近なものとして参加者には印象深いも

のであった。愛知県に限っても、東部丘陵の比較的強い地盤の地区から、名古屋駅などその昔は

沼地が多い軟弱な地区などさまざまな地盤の上に街が発達している現状は、今しか知らない一般

市民には強烈な印象を与えたものと思われる。特にこの繁華街には高層ビルが建築ラッシュであ

り、十分な対応がなされているか心配になった人もいるかもしれない。個人の家でも、家具の固定

や太陽電池、井戸など災害発生時にはなくてはならないものであることも改めて印象的であった。

　参加した人の中には小学生もいて、地震の揺れを体験して、防災などへの関心が高まったものと

思われる。講演会に参加した人には「紙ぶるる」という地震の揺れと耐震性を簡単に体験できる工

作キットをお土産としてプレゼントし、家庭で作って、筋交の効果を体験してもらえると期待する。

西暦2024年　8月　2日

名古屋市科学館生命館地下2階サイエンスホール

　59名（内応用物理会員 　10名）

応用物理学会東海支部、名古屋市科学館

講演会「防災・減災を考える」


